
                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

暴 力 の 形 態 

身体的暴力 ： 殴る、蹴る、物を投げる、首をしめる など 

精神的暴力 ： 怒鳴る、おどす、ののしる、無視する など 

性 的 暴 力 ： 性行為を強要する、避妊に協力しない など 

経済的暴力 ： 生活費を渡さない、外で働くことを妨害する、借金を重ねる など 

社会的暴力 ： 電話やメールのチェックをする、交友関係を監視・制限する など 

 ：子どもに非難･中傷をさせる、子どもの前で暴力をふるう など   

 
※身体的暴力のように比較的外から見えやすい暴力のほかに、外から見えにくい精神的暴力など 
が重複し、被害が重篤になっていくことがあります。 

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など親密な関係にある、またはあっ

た者から振るわれる暴力のことで、親子間や高齢者と介護家族の間に生じる暴力とは区別されま

す。ＤＶ防止法では、性別は問わず、配偶者（事実婚や元配偶者も含む。）や生活の本拠を共にす

る交際相手からの暴力を対象としていますが、市の計画では、生活の本拠を共にしないパートナー

など親しい関係も含めています。 

デートＤＶとは、ＤＶのうち、婚姻関係のないカップル
（恋人など親密な関係にある）の間で起こる暴力のこ
とをいいます。 

デートＤＶとは 

 

計画策定の趣旨 

計画の位置づけ 

計画の期間 

配偶者からの暴力（ＤＶ）は、犯罪となる行為を含む重大な人権侵害です。 

 宍粟市では、従来よりＤＶ対策基本計画を策定し、人権の尊重や暴力を許さ 

ない社会意識の醸成に向けて取り組んできました。 

この度、計画期間が満了することから、前計画の成果と課題を踏まえた「第 3 次宍粟市ＤＶ防止・

被害者支援基本計画」を策定しました。今後も、関係機関と連携し、配偶者等からのＤＶ防止や、

被害者の保護・自立支援に向けた不断の取組を推進していきます。 

この計画は、ＤＶ防止法第 2 条の３第 3 項の規定に基づく市の計画です。 

なお、本計画は、国の基本方針、県の基本計画を踏まえた内容としています。 

本計画期間は、令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの５年間とします。 

ただし、ＤＶ防止法の改正や社会情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて見直します。 

ＤＶとは 

ともに認め合い、ＤＶのない、 
いきいきと安心して暮らせるまち しそう 

《基本理念》 

第３次宍粟市ＤＶ防止・被害者支援基本計画 
令和３（2021）年度 ～ 令和７（2025）年度  ≪概要版≫ 

 

令和 3 年(2021)3 月 

宍粟市健康福祉部社会福祉課 
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配偶者からの暴力を相談したか 

 

宍粟市におけるＤＶ相談の現状 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

ＤＶに対する意識 ～2018（平成30）年度男女共同参画に関する市民アンケート調査から～ 

                調査対象者：宍粟市在住の20歳以上（平成30年11月1日現在）の2,500人（無作為抽出） 

 

ＤＶ相談件数は平成 26 年度以降減少傾向

となっており、令和元年度は平成 26 年度のお

よそ４分の１の７件となっています。 

また、相談回数についても平成 27 年度以降

減少傾向であり、令和元年度は 88 回となって

います。 

しかし、国や県では年々相談件数は増えてお

り、被害が潜在化してしまわないよう、相談窓

口の更なる周知や相談しやすい環境の工夫が

必要です。 

 

自分が暴力を受けたことがあると答えた方でどこ

（だれ）かに相談したかについてみると、「どこ（だ

れ）にも相談しなかった」が 45.2％と最も高く、次

いで「家族や親族」が 34.4％、「友人・知人」が 25.8％

となっています。 

配偶者からの暴力について 配偶者等からの暴力について、経験したり、見聞きしたり

したことがあるかについてみると、「知識として知ってい

る」が 57.8％と最も高く、次いで「ことばは聞いたことが

ある」が 35.9％、「身近に経験した人がいる」が 16.1％と

なっています。 

 

数値目標 

第３次ＤＶ防止計画を着実に推進していくため、次のとおり数値目標を設定します。 

目標達成に向け、相談窓口の周知や予防啓発に向けた取組を推進します。 

 
・「デート DV」ということばの認知度（内容を知っている） 

 
 

 

・ＤＶについて相談できる窓口の認知度（知っている） 

 

 

・配偶者等や恋人から暴力を受けたことがある人のうち、被害を相談した人の割合  

 

 

 

数値

目標 

基準値 

目標値 
令和７（2025）年度 

目標値 
令和７（2025）年度 

目標値 
令和７（2025）年度 

基準値 

基準値 
平成 30（2018）年度 

宍粟市におけるＤＶ相談件数 
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計画の体系 

 

 
働く場や地域など、市民が暮

らす様々な生活の場で、ＤＶに
ついて正しい知識を深めるとと
もに、ＤＶ防止に向けた啓発の
推進や相談窓口の広報・周知を
行います。 
また、小学生から高校生を対

象に性教育を通した啓発等を検
討し、デートＤＶ防止の取組を
強化します。 
さらに、学校非公式サイト（裏

ネット）をネットパトロールし、
個人情報流出やネットいじめ等
の早期発見や対策に努めます。 
 

 
被害者が自立して生活しようと

する過程において、自身の精神的
回復、就労や住まいの確保、子ど
もの心のケアや就学支援に努めま
す。自立支援にあたっては、生活
保護制度やひとり親家庭に対する
支援制度、住居確保に関する制度
など各種制度を所管する関係機関
が相互に連携して継続した支援を
行います。 
また、ＤＶに巻き込まれた子ど

もの支援については、関係機関と
情報共有を図り、継続的な見守り
を行います。 

 

 
相談窓口の情報を記載した広

報物の作成、配布等により、相談
窓口のより一層の周知を行いま
す。また、被害を発見しやすい立
場にある関係機関を始め、市内の
スーパー等に対して相談窓口の
周知協力を依頼します。 
相談や支援を担う職員は研修

等により資質向上を図り、被害者
が安心して相談できる体制を整
えます。また、児童虐待防止施策
との連携を強化し、被害者とその
子どもの状況に応じた支援を行
います。 

 

ＤＶを許さない社会づくり 

 

 
相談体制の充実と被害者の安
全確保の体制づくり 
 

被害者の自立支援の推進 

 

計画推進の視点及び具体的な取組 

 

基本理念のもと、第３次ＤＶ防止計画を推進するため、施策体系を次のように設定します。 

【基本目標】 【施策目標】 【基本施策】 

Ⅰ  ＤＶを許さ
ない社会づ
くり 

１ ＤＶに関する理解
を深めるための普及
啓発や教育の充実 

①市における普及啓発の推進 
②男女共同参画社会の実現に向けた意識啓発の推進 
③被害者も加害者もつくらない教育の推進 
④デートＤＶ防止対策の強化 

Ⅱ 相談体制の充
実と被害者の
安全確保の体
制づくり 

 

２ 相談体制の充実 
⑤相談窓口の周知 
⑥相談員の資質向上と支援機能の充実 
⑦相談窓口における秘密の保持と安全の確保 

３ 早期発見に向けた
連携 

⑧関係機関等との連携による被害の早期発見の促進 

４ 一時保護支援と被
害者の安全確保 

⑨一時保護支援の充実 
⑩安全の確保と徹底 

５ 外国人、障がいのあ
る人、高齢者、性的少
数者の人々への支援 

⑪多様な状況に応じた支援 
⑫外国人の支援 
⑬障がいのある人、高齢者、性的少数者の人々への支援 

６ 被害者支援を担う
関係者の人材育成 

⑭職務関係者に対する研修等の強化 

７ 関係機関相互の連
携と協力 

⑮関係機関との支援ネットワークによる連携の強化 
⑯庁内推進体制の整備 
⑰児童虐待防止施策との連携強化 

Ⅲ  被害者の自
立支援の推
進 

 

８ 被害者の自立支援 
（生活再建に向けた支
援） 

⑱自立支援の促進 
⑲住居の確保に向けた支援 
⑳就労の支援 
㉑各種制度の活用への支援 
㉒自立のための心のケア 

９ 子どもの健やかな
成長への支援 

㉓子どもの心のケア 
㉔就学支援と安全の確保 
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加害者を 

引き離してほしい！ 

配偶者からの暴力

を受けた状況など

のほか、警察や配

偶者暴力相談支援

センターに事前相

談した事実を記載

する。 

命令に違反すると 1 年以下
の懲役または 100 万円以下
の罰金が科せられます。 

😡 
加害者 
                  

支援の流れ 

 宍粟市ＤＶ相談窓口 （宍粟市社会福祉課）  
【 電話 】0790-63-3220（相談専用） 

  【 メール 】jidofukushi-kk@city.shiso.lg.jp 
 

 
市ＨＰを 

ご覧下さい 

あなたが 

暴力を 

うけた！ 
                  

身体的 
暴力 

                 

生命等 
に対する 
脅迫 

あなた 加害者がいない 

ところに逃げたい 
相談したい･･･ 

 

申
立
書
の
作
成 

保
護
命
令
発
令 
 

地
方
裁
判
所 

身の危険を感じたら、迷わず１１０番してください！ 

保護命令制度 生命または身体に重大な危害を 
受けるおそれがあるとき 

事実婚の場合や、元配偶者に対する申立てもできます。 

接近禁止命令 
期間は 

            

加害者があなたにつきまとった
り、あなたの住居、勤務先等の
付近を徘徊（はいかい）すること
を禁止します。 

被害者の子又は 
親族等への 
接近禁止命令 

あなたの子又は親族等につきま
とったり、子又は親族等の住
居、勤務先等の付近を徘徊（は

いかい）することを禁止します。 

。 

期間は 
            

退去命令 

加害者にあなたとともに住む住居
から退去することを命じます。 

 

期間は 
  

あなたに対する電話、ＦＡＸ、 
メール等を禁止します。 

。 

 

期間は 
            

警  察 

あなたが求めれば、加害者の検挙や

指導・警告をしてくれます。また、

検挙の有無に関わらず、自衛・対応

策について相談できます。 

 

DV（ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ）に関す
るお子さんの相談ができます。 

 

 

 

相談やカウンセリングのほか、保護

命令制度や、あなたが自立するため

に必要な情報を提供します。 

県女性家庭センター 

一 時 保 護 

加害者と離れ、しばらく安全に生活

することができます。お子さんも保

護します。 

自 立 支 援 

被害者の生活再建（生活・就労・住

居・各種手続き等）の支援のほか、

被害者の子どもの心のケアや就学支

援を行います。 

市福祉事務所 相談のほか、あなたが自立するた
めに必要な情報を提供します。 

 
 

 
 

市福祉事務所 
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